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1. メリヤス編地は編成による機 械的処 理などに よっ

て編 成後に緩 和収縮を起こすことが多い。

メリヤス編地 の形 態的安定性 にお よぼ す緩 和収縮 を平

編地，変 り編地 について，毛糸，ア クリル糸，綿 糸を用

いて検討し た。

2. 手編機を用V ＼ 上記の各種糸で編機 のゲ ージを各

種に変えて編成し た。編地は万能投影機に よって１個の

ループの長さを測定し た。 緩和収縮は単位面積当た りの

編目数とノレープの長さの自乗 の関係から緩 和常数Ｋ を求

めて検討し た。

実験結果 によればDoyle やMunden の研究とよく一

致し，単位面積当 たりの編 目数はル ープ の長 さの自乗 に

逆比例し，常数Ｋ は編下し直後か ら乾燥緩和，湿潤緩 和

となると共 に14か ら16くらいまで変化ナ る。これらは平

編地につい てであるが， 変り編 地につい ても実験し た。


